
豊
田
佐
吉
・
喜
一
郎
関
連
年
表

昭
和
6（
1
9
3
1
）年

●
ハ
イ
ド
ラ
フ
ト
リ
ン
グ
精
紡
機
完
成

昭
和
9（
1
9
3
4
）年

●
自
動
車
試
作
工
場
完
成
、
欧
米
か
ら
の

機
械
設
備
据
え
付
け
開
始

昭
和
10（
1
9
3
5
）年

●
A
1
型
乗
用
車
試
作
第
1
号
完
成

●
G
1
型
ト
ラ
ッ
ク
試
作
車
完
成

昭
和
11（
1
9
3
6
）年

●
A
A
型
乗
用
車
の
生
産
開
始

●
刈
谷
組
立
工
場（
現
ト
ヨ
タ
車
体
㈱
刈

谷
工
場
）操
業
開
始

昭
和
12（
1
9
3
7
）年

●
ト
ヨ
タ
自
動
車
工
業
㈱
設
立

昭
和
13（
1
9
3
8
）年

●
拳
母
工
場
竣
工

昭
和
16（
1
9
4
1
）年

●
豊
田
工
機
㈱
設
立（
現
㈱
ジェ
イ
テ
ク
ト
）

昭
和
18（
1
9
4
3
）年

●
東
海
飛
行
機
㈱
設
立（
現
ア
イ
シ
ン
精
機
㈱
）

昭
和
20（
1
9
4
5
）年

●
ト
ヨ
タ
車
体
工
業
㈱
設
立（
現
ト
ヨ
タ

車
体
㈱
）

昭
和
24（
1
9
4
9
）年

●
日
本
電
装
㈱
設
立（
現
㈱
デ
ン
ソ
ー
）

昭
和
25（
1
9
5
0
）年

●
民
成
紡
績
㈱
設
立（
現
ト
ヨ
タ
紡
織
㈱
）

昭
和
27（
1
9
5
2
）年

●
喜
一
郎
逝
去
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刈谷から世界一へ時代は、自動車へ
第2章

佐
吉
と
刈
谷
の
出
会
い
、
そ
し
て
…

自
動
織
機
が
完
成
間
近
に
な
る
と
、
大
規
模

か
つ
徹
底
的
な
営
業
的
試
験
を
行
う
た
め
、
そ

の
工
場
用
地
を
探
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
佐

吉
が
目
を
付
け
た
の
が
刈
谷
で
す
。
当
時
の
刈

谷
は
交
通
の
便
が
よ
く
、
産
業
都
市
と
し
て
発

展
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
刈
谷
側
で
工
場
用

地
を
用
意
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
工
場
を

設
置
し
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
、
現
在
に
至
る
ま

で
の「
ト
ヨ
タ
」と
刈
谷
と
の
つ
な
が
り
が
生
ま

れ
る
の
で
す
。
刈
谷
の
試
験
工
場
で
徹
底
的
に

試
験
運
転
を
行
っ
た
結
果
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
自
動
織
機

の
実
用
化
に
大
き
く
寄
与
し
ま
し
た
。
そ
の
過

程
で
佐
吉
の
み
な
ら
ず
長
男
の
喜一郎
や
部
下
も

発
明
に
加
わ
り
、
つ
い
に
大
正
13
年

（
1
9
2
4
）11
月
に
無む

停て
い

止し

杼ひ

換が
え

式し
き

豊と
よ

田だ

自
動

織
機（
G
型
自
動
織
機
）（
写
真
P9
③
）が
完
成
し

ま
し
た
。

こ
の
G
型
自
動
織
機
こ
そ
、
佐
吉
が
追
い
求

め
て
い
た
自
動
織
機
で
、
50
を
超
え
る
発
明・

考
案
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
ま
す
。G
型
自
動

織
機
は
従
来
の
織
機
に
比
べ
て
、
生
産
性
が
一

躍
20
倍
以
上
に
、
ま
た
織
物
品
質
も
画
期
的
に

向
上
し
ま
し
た
。

▲豊田式木製人力織機特許証
　（㈱豊田自動織機蔵）

そ
し
て
、
大
正
15
年
11
月
に
製
造
と
販
売
を

目
的
と
し
て
、
㈱
豊
田
自
動
織
機
製
作
所
を
設

立
し
ま
し
た
。G
型
自
動
織
機
は
高
価
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
性
と
品
質
に
定
評
が

あ
り
、
順
調
に
売
れ
て
い
き
ま
し
た
。

昭
和
4
年
に
は
、
世
界
的
な
紡
織
機
メ
ー
カ

ー
で
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
の
プ
ラ
ッ
ト
社
が
G
型

自
動
織
機
の
視
察
の
た
め
に
刈
谷
を
訪
れ
、「
世

界
一
」と
評
価
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
権
利
譲

渡
の
申
し
入
れ
が
あ
り
、
同
年
12
月
に
協
定
が

成
立
し
、
名
実
と
も
に「
世
界
一
の
自
動
織
機
」

と
な
り
ま
し
た
。

佐
吉
は
日
本
に
と
ど
ま
ら
ず
、
世
界
に
も
目

を
向
け
て
い
ま
し
た
。
佐
吉
が
目
標
に
し
た
の

は
中
国
で
し
た
。
大
正
7
年
に
初
め
て
上
海
に

渡
り
、
同
10
年
10
月
に
は
㈱
豊と

よ

田だ

紡ぼ
う

織し
ょ
く

廠し
ょ
う

を

設
立
し
ま
し
た
。
ま
さ
に
グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
の

先
駆
け
で
あ
り
、
現
地
で
労
働
者
を
採
用
す
る

な
ど
、
日
中
友
好
に
努
め
ま
し
た
。
上
海
の
日

本
人
と
も
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。

▲西川・石黒重役宛豊田佐吉書簡
　（㈱豊田自動織機蔵）
　佐吉が、上海にいる部下の西川秋次、石
　黒昌明に向けて出した手紙

功
成
り
名
遂
げ
た
よ
う
に
見
え
る
佐
吉
で
す

が
、G
型
自
動
織
機
開
発
後
も
絶
え
ず
新
た
な

発
明
を
し
続
け
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

佐
吉
も
病
に
は
勝
て
ず
、
昭
和
5
年
10
月
30
日

に
63
歳
で
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。
　

第3章

喜
一
郎
と
繊
維
機
械
工
業

明
治
27
年（
1
8
9
4
）6
月
11
日
、
豊
田
喜

一
郎
は
豊
田
佐
吉
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し

た
。
幼
少
期
を
静
岡
県
山
口
村
で
過
ご
し
、
仙

台
の
旧
制
第
二
高
等
学
校（
現
東
北
大
学
）か
ら

東
京
帝
国
大
学（
現
東
京
大
学
）工
学
部
機
械
工

学
科
に
進
学
し
ま
し
た
。

喜
一
郎
は
大
学
を
卒
業
し
た
後
、
大
正
10
年

（
1
9
2
1
）に
豊
田
紡
織
㈱
に
入
社
し
、
父
佐

吉
に
協
力
し
な
が
ら
、
紡
績
機
械
や
織
機
の
研

究
開
発
に
取
り
組
み
ま
す
。
無
停
止
杼
換
式
豊

田
自
動
織
機（
G
型
自
動
織
機
）の
開
発
に
も
携

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
G
型
自
動

織
機
の
製
造
販
売
と
発
明
研
究
を
目
的
と
し

て
、
大
正
15
年
に
㈱
豊
田
自
動
織
機
製
作
所
が

設
立
さ
れ
、
常
務
取
締
役
に
就
任
し
ま
す
。
喜

一
郎
は
最
新
型
の
電
気
炉
や
工
作
機
械
を
導
入

し
、
生
産
ラ
イ
ン
に
も
コ
ン
ベ
ア
シ
ス
テ
ム
を

導
入
す
る
な
ど
、
効
率
的
な
生
産
へ
の
手
立
て

を
打
っ
て
い
き
ま
し
た
。

昭
和
4
年（
1
9
2
9
）、G
型
自
動
織
機
の

特
許
権
譲
渡
交
渉
の
た
め
、
欧
米
へ
出
張
し
た

際
、
繊
維
産
業
と
自
動
車
工
業
の
実
態
を
視
察

し
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
て
、
将
来
的
に
日
本
の

自
動
車
産
業
を
発
展
さ
せ
な
い
と
い
け
な
い
と

考
え
、
自
動
車
製
造
の
道
を
志
し
ま
す
。
同
じ

年
に
世
界
恐
慌
が
起
こ
り
、
日
本
も
深
刻
な
不

況
に
陥
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
自
動
織
機
の

売
上
も
落
ち
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
喜
一
郎

は
、
多
角
的
経
営
の
一
環
と
し
て
、
ハ
イ
ド
ラ

フ
ト
精
紡
機
を
開
発
し
ま
す
。
こ
の
精
紡
機
の

開
発
に
よ
っ
て
、
経
済
的
基
盤
を
確
立
す
る
と

と
も
に
、
自
動
車
製
造
へ
の
技
術
向
上
に
も
つ

な
が
り
ま
し
た
。

第4章

自
動
車
事
業
と
喜
一
郎

喜
一
郎
が
い
つ
頃
か
ら
自
動
車
を
作
ろ
う
と

動
き
始
め
た
の
か
は
、
諸
説
あ
り
ま
す
。
た

だ
、
昭
和
5
年
に
は
小
型
エ
ン
ジ
ン
を
試
作
さ

せ
て
お
り
、
こ
の
頃
に
は
自
動
車
製
造
に
関
心

が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。

そ
の
後
、
昭
和
8
年
に「
自
動
車
部
」を
豊
田

自
動
織
機
製
作
所
に
設
置
す
る
と
、
喜
一
郎

は
、
次
々
と
手
を
打
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
一

つ
が
、
試
作
工
場
の
建
設
で
す
。
昭
和
9
年
に

㈱
豊
田
自
動
織
機
製
作
所
内
に
完
成
し
た
試
作

工
場（
現
愛
知
製
鋼
㈱
刈
谷
工
場
内
）に
は
ア
メ

リ
カ
で
買
い
付
け
た
工
作
機
械
が
設
置
さ
れ
、

本
格
的
に
工
場
が
稼
働
し
始
め
ま
し
た
。
エ
ン

ジ
ン
の
試
作
を
行
う
一
方
で
、
ボ
デ
ー（
車
体
）

の
設
計
も
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
際
に
喜
一

郎
が
採
用
し
た
の
が「
流
線
型
」で
す
。
流
線
型

は
そ
の
名
の
通
り
流
れ
る
よ
う
な
形
を
し
て
お

り
、
空
気
抵
抗
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
と

い
っ
た
実
用
的
な
面
が
あ
り
ま
す
。
当
時
の
ア

メ
リ
カ
で
流
行
し
は
じ
め
た
流
線
型
を
喜
一
郎

は
時
代
を
先
取
る
も
の
と
し
て
採
用
し
た
の
で

す
。そ

し
て
つ
い
に
、
昭
和
10
年
に
A
1
型
試
作

乗
用
車
が
完
成
し
ま
し
た
。
昭
和
11
年
4
月
に

A
1
型
試
作
乗
用
車
に
改
良
を
施
し
た
A
A
型

乗
用
車
の
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。

昭
和
12
年
8
月
に
、
豊
田
紡
織
㈱
本
社（
現

在
の
ト
ヨ
タ
産
業
技
術
記
念
館
の
地
）に
お
い

て
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
工
業
㈱
の
創
立
総
会
が
開

催
さ
れ
、
喜
一
郎
は
副
社
長
に
就
任
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
工
業
㈱
は
挙
母

に
移
転
し
た
の
ち
に
飛
躍
し
、
世
界
的
な
企
業

へ
と
成
長
し
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
原

点
は
刈
谷
に
あ
っ
た
の
で
す
。

お
わ
り
に

佐
吉
と
喜
一
郎
は「
ト
ヨ
タ
」の
祖
と
し
て
、

今
も
な
お
そ
の
功
績
が
称
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

喜
一
郎
は
昭
和
27
年（
1
9
5
2
）3
月
27
日
に

亡
く
な
り
ま
す
が
、
死
去
直
後
の
刈
谷
市
議
会

で
は
満
場
一
致
で
功
労
賞
を
与
え
る
こ
と
が
決

定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
豊
田
佐
吉・
喜
一
郎
が
刈
谷

の
近
代
化
に
果
た
し
た
役
割
は
大
き
く
、
刈
谷

の
人
々
も
彼
ら
の
功
績
に
深
く
感
謝
し
て
い
る

の
で
す
。

刈谷試験工場設置のウラ話
はじめ、佐吉は試験工場を武豊町に

設置する予定でしたが、さまざまな事
情により頓挫しました。その後、次の
候補地であった蒲郡に下見に行こう
と、豊田紡織の社員が刈谷駅で列車を
待っていると、刈谷のある人が、蒲郡
よりも刈谷の方が名古屋からの交通の
面でも通信の面でも便利であると言っ
たため、内々で刈谷を視察しました。
その結果、刈谷こそ求めていた地で

あるとして、刈谷側が土地を用意する
ということを条件に工場を設置すると
いう話になりました。

▲刈谷試験工場でのG型自動織機集団
運転風景（トヨタ紡織㈱提供）

▲豊田喜一郎（トヨタ自動車㈱提供）

▲A1型試作乗用車（トヨタ産業技術記念館提供）

▲AA型試作乗用車（トヨタ自動車㈱提供）


